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橋面コンクリート舗装は，鋼橋における RC 床版の長寿命化を目指す補

修・補強工法であり，2020 年土木学会よりガイドラインが発刊された．本

稿は、過去の道路橋示方書に準拠し復元した RC 床版に橋面コンクリート

舗装を適用した場合，圧縮強度や施工厚の違いが耐荷力・疲労耐久性に及

ぼす影響を定量的に把握し，現行示方書の要求性能に対する補強効果の傾

向を把握する事を目的に，試算検討したものである． 
      キーワード：橋面コンクリート舗装，床版耐荷力，押抜きせん断耐力 

 
 

1．まえがき 

 
わが国における橋梁の橋面舗装は，施工性や平たん性

の確保からアスファルト舗装が標準的に採用されており，

床版の損傷を加速させる水の浸入に対して数々の防水対

策が取られてきている．しかし，床版への水の浸入は依

然として完全には防ぎきれず，床版上面の砂利化は建設

年次に関係無く発生している．また，舗装の打換え施工

時に床版上面を切削する問題も発生している．一方で，

米国では 1970年頃より，物質浸透抵抗性の高いLMC（ラ

テックス改質コンクリート）などのコンクリート舗装を

施工する工法が開発され，新設橋を含めて床版損傷を直

接目視できる橋面コンクリート舗装が標準となっている． 
上記の背景に加え，日本においても長期耐久性を有し

ている橋面コンクリート舗装があること，および近年の

材料技術の発展から，土木学会鋼構造委員会・道路橋床

版の複合劣化に関する小委員会（委員長：大田孝二）で

は既設橋床版の長寿命化を目的に橋面コンクリート舗装

を実橋試験施工し，2016 年に「道路橋床版の橋面コンク

リート舗装」1)を成果としてとりまとめた．続く道路橋床

版の点検診断の高度化と長寿命化技術に関する小委員会

（委員長：橘吉宏）では，公募材料で共通試験を実施し，

富山市で実橋試験施工を行って 2020 年に「道路橋床版の

長寿命化を目的とした橋面コンクリート舗装ガイドライ

ン 2020」2) (以下、ガイドライン)として出版した． 
本報告は，ガイドラインに示される 4 つの要求性能，

すなわち，(1)床版の耐荷性・疲労耐久性の向上，(2)物質

浸透抵抗性の向上，(3)走行性能，(4)床版との一体性，の

うち(1)に着目し，実験的にその効果を確認している事例
3) 4) 5) はあるものの，実橋梁で想定される条件での耐荷性・

疲労耐久性の向上効果を整理するために，道路橋床版の

設計の合理化と長寿命化技術に関する調査研究小委員会

（委員長：東山浩士）において，代表的な現場条件をパ

ラメータとして試算を行った結果を報告するものである． 
 

2．検討対象床版の設定 

 
橋面コンクリート舗装は，原則，既設鋼道路橋におけ

る鉄筋コンクリート床版（以下 RC 床版と称す）を対象

としており，本検討においては一般的な鋼鈑桁橋の RC
床版を想定した． 
鋼橋における RC 床版設計は，表－1 に示すとおり過

去に多くの変遷を辿って現在に至っている．昭和 15年鋼

道路橋設計示方書案では，床版の最小全厚の規定，配力

方向の断面力算出方法や配力鉄筋量の規定が無く，昭和

31年鋼道路橋示方書案において，床版最小有効厚11cm，

主鉄筋方向の曲げモーメント式や配力鉄筋量（主鉄筋の

25％以上）などが定められた．床版厚は，昭和 43年の暫

定基準においてほぼ現在の式が示され，床版配力鉄筋方

向の曲げモーメント式は昭和 46 年の建設省通達で示さ

れ，それらは昭和 48 年の鋼道路橋示方書で改定された． 
本報告では，昭和 53 年の建設省通達・昭和 55 年道路
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橋示方書以降は，ほぼ現在に近い設計・配筋がなされた

と判断し，それ以前の設計仕様を以下の 3 つのケースに

わけて考えることとした． 
Case-1：昭和 15年鋼道路橋設計示方書 
Case-2：昭和 31年，昭和 39年鋼道路橋示方書 
Case-3：昭和 48年道路橋示方書 

 
3．床版の復元と橋面コンクリート舗装の設定 

 
上記 3 ケースにおいて，床版支間は 2.5m と 3.0m を考

え，表－2 に示す当時の設計条件で復元設計を行い床板

の配筋を決定した．なお，床版は車両進行方向に直交す

る連続版の中間床版を想定し，輪荷重は地方道の 2 等橋

に相当する荷重を載荷した．結果，床版厚は最小 140mm
から最大 180mm，主鉄筋はいずれも径 16mm の 125～
150mm ピッチとなった．配力鉄筋はいずれも径 13mm な

がら，125mm ピッチで配置されるCase-3 に対し，配力筋

を主鉄筋の 25％しか配置していない Case-1,Case-2 は，

300～350mm ピッチと極端に少なくなった． 
橋面コンクリート舗装厚は，当時の標準的なアスファ

ルト舗装を置き換えると考え，表－3に示す1層30mm，

50mm と 2 層 60mm，80mm の 4 種類を設定した．橋面

コンクリート舗装の設計基準強度は，ガイドラインに従

い床版コンクリートと同等以上として 24N/mm2 と，ガ

イドラインの共通試験で使用したコンクリートの中で

代表的な 60N/mm2を想定した．なお，ガイドラインには

130N/mm2という更に効果の高い高強度のUHPFRCも実

施されているが，本検討では割愛した． 
上記より，全体検討ケース数として，復元床版 3 ケー

ス×2 支間＝6ケースの床版設計と，復元床版 3(ケース)
×2(支間)×4(舗装厚)×2(強度) = 48 ケースの橋面コンク

リート舗装による耐荷力・疲労耐久性を試算した． 
 

 

4．試算方法と結果 

 

4.1 試算における計算内容と仮定 

(1) 試算項目と照査・確認内容 

橋面コンクリート舗装を施工した床版の性状確認は，

Case-1
S15.6

鋼道路橋設
計示方書

S31.5
鋼道路橋
設計示方

書

S39.6
鋼道路橋
設計示方

書

S42.9建設

省通達

S43.5暫定

基準

S46.3建設

省通達
S48.2道路

橋示方書

S48.4建設

省通達

S53.4建設

省

S55.2道路

橋示方書
/

H2.2道路

橋示方書

1等橋 T13  (P=5.2) (TT-43) T-20（P＝8(9.6)）
2等橋 T9  (P=3.6) T-14（P＝5.6）

転圧機
17ｔ（P=6t)
14ｔ（P=5t) － － － － － － － － － －

規定なし

主筋方
向

単純梁計算(T荷
重は舗装厚の
分布幅考慮を
考慮した有効

幅を規定）

i=20／(50＋L)

配力筋
方向

規定無し

配力鉄筋量 規定無し

活荷重
曲げ
モーメ
ント

2＜L≦4
M=0.4×P×(L－1)×(1＋i)/(L＋0.4)

i=20／(50＋L)

M=0.8×(0.12L＋0.07)×P
衝撃を含む

規定無し
M=0.8×(0.10L＋0.04)×P

衝撃を含む

主鉄筋断面の25％以上 主鉄筋断面の70％以上 曲げモーメント式より算出

T-14（P＝5.6） LA(P=10)

有効厚11cm以上

（解説：被り2.5cm鉄筋径13mmとすれば

最低床版厚14cmとなる）

t=3L+11>16cm 以上

T-20（P＝8） LB(P=10)

Case-2 Case-3 (Case-4) (Case-5)
H5.3通達、H6,
H8， H14,
H24, H29道路

橋示方書

t0=3L+11>16cm 以上

t=k1・k2・t0
k1:交通量係数，k2:付加曲げﾓｰﾒﾝﾄ係数

床版最小全厚

設
計
荷
重

表－1 鋼道路橋RC 床版設計基準の変遷 

mm 2,500 3,000 2,500 3,000 2,500 3,000
cm
ton

主筋方
向

配力筋
方向

配力鉄
筋量

kg/cm2

kg/cm2

mm 140 150 160 170 160 180
mm 30 30 35 35 40 40
mm 20 20 25 25 30 30

主鉄筋
（丸鋼） mm

φ16　ctc
125

φ16　ctc
150

φ16　ctc
150

φ16　ctc
125

主鉄筋
(異形棒鋼） mm

D16　ctc
125

D16　ctc
125

配力鉄筋
（丸鋼） mm

φ13　ctc
300

φ13　ctc
350

φ13　ctc
350

φ13　ctc
300

配力鉄筋
(異形棒鋼） mm

D13　ctc
125

D13　ctc
125

ヤング係数比 15 15 15 15 15 15
ｺﾝｸﾘｰﾄ発生応力度 kg/cm2 57 55 62 60 66 62
鉄筋発生応力度 kg/cm2 1,046 1,184 1,343 1,245 1,246 1,295

使
用
鉄
筋

復
元
設
計
結
果

既
設
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ

ｰ

ﾄ
床
版
復
元
設
計
条
件

活荷重
曲げモーメント

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度
許容曲げ圧縮

応力度

鉄筋許容
引張応力度

床版支間

床版厚

輪荷重

純かぶり*

かぶり(鉄筋中心まで）

床版厚

規定無し 11cm以上 t=3L+11>16cm 以上

Case-1
(S15道示準拠)

Case-2
（S31,S39道示準拠)

Case-3
（S48道示準拠)

曲げモーメント式より
算出

σck=180kg/cm2

σca=σck/3=60kg/cm2

σck=210kg/cm2

σca=σck/3=70kg/cm2

σck=240kg/cm2

σca=σck/3=80kg/cm2

丸鋼想定

σs=1200kg/cm2

丸鋼

σs=1400kg/cm2

異形棒鋼

σs=1400kg/cm2

T9  (P=3.6) T-14（P＝5.6） T-14（P＝5.6)）

単純梁計算(T荷重

は舗装厚の分布幅
考慮を考慮した有
効幅を規定）
i=20/(60+L)≦0.3

2＜L≦4
M=0.4×P×(L-1)
×(1+i)/(L+0.4)

i=20/(50+L)

M=0.8×(0.12L+0.07)
×P

衝撃を含む

規定無し 規定無し
M=0.8x(0.10L+0.04)x

P

規定無し
主鉄筋断面の25％
以上

表－2 復元床版の設計条件と計算結果 

橋面ｺﾝｸﾘｰﾄ
舗装 80 80

設計基準強度
f'ck N/mm2

24 24 24

60 60 60

Case-1
(S15道示準拠)

Case-2
（S31,S39道示準

Case-3
（S48道示準拠)

舗装厚 mm

30 30 30

50 50 50

60 60 60

80

表－3 橋面コンクリート舗装厚と強度の設定 
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表－4に示す 8 つの項目について比較検討を行った．1)，
2)は，鉄筋とコンクリートに発生する応力度の低減効果

の確認，3)，4)は，平成 29年道路橋示方書における曲げ

モーメントを受ける部材の限界状態 6)の確認，5)～8)は押

抜きせん断力を受ける床版の限界状態 7) ，耐荷力・疲労

耐力 8) の確認である． 
(2) 計算方法の仮定 

復元設計の RＣ断面計算における鉄筋とコンクリート

のヤング係数比は n=15 としたが，床版と強度の異なる

橋面コンクリート舗装が同一断面に存在する場合には，

それぞれの弾性係数の比率でヤング係数比を算出し断面

計算を行った． 
強度の異なるコンクリートを重ね合わせた RC 断面の

降伏曲げ・終局曲げ破壊性状は明確でないため，本試算

における降伏曲げ・終局曲げモーメントの特性値は，既

設床版と同じコンクリート強度を重ね合わせた断面とし

て算出した． 
床版と強度の異なる橋面コンクリート舗装を敷設した

押抜きせん断耐力の算出は，従来の押抜きせん断耐荷力

の算出式を拡張した論文 9) を参考に，図－1 に示すよう

に，中立軸が橋面コンクリート舗装内にある場合には橋

面コンクリートのせん断強度を，既設床版内にある場合

には橋面コンクリート舗装と既設床版それぞれの部分の

コンクリート強度を考慮して算出したせん断強度を足し

合わせる下記式 (1) により算出した． 
 

𝑃𝑃0 = 𝑓𝑓𝑣𝑣𝑐𝑐{2(𝑎𝑎 + 2𝑥𝑥𝑚𝑚}𝑥𝑥𝑑𝑑 ∙ ((𝑥𝑥𝑑𝑑 − 𝑡𝑡2)/𝑥𝑥𝑑𝑑) + 2(𝑏𝑏 + 2𝑥𝑥𝑑𝑑)𝑥𝑥𝑚𝑚
∙ ((𝑥𝑥𝑚𝑚 − 𝑡𝑡2)/𝑥𝑥𝑚𝑚)} 

+𝑓𝑓𝑣𝑣𝑣𝑣{2(𝑎𝑎 + 2𝑥𝑥𝑚𝑚}𝑥𝑥𝑑𝑑 ∙ (𝑡𝑡2/𝑥𝑥𝑑𝑑) + 2(𝑏𝑏 + 2𝑥𝑥𝑑𝑑)𝑥𝑥𝑚𝑚 ∙ (𝑡𝑡2/𝑥𝑥𝑚𝑚)} 
+𝑓𝑓𝑡𝑡   {2(𝑎𝑎 + 2𝑑𝑑𝑚𝑚}𝐶𝐶𝑑𝑑 + 2(𝑏𝑏 + 2𝑑𝑑𝑑𝑑 + 4𝐶𝐶𝑑𝑑)𝐶𝐶𝑚𝑚   (1) 

fvc ： 既設コンクリートが負担するせん断力(N/mm2) 
fvm ： 橋面コンクリートが負担するせん断強度(N/mm2)  

 
この考えは，道示に示される押抜きせん断力の制限値

の算出及び梁状化床版の押抜きせん断疲労耐力の算出に

も適用した． 
なお，橋面コンクリート舗装には繊維補強コンクリー

トが使われる場合もあるが，本試算においては繊維によ

る補強効果は考慮していない． 
 

4.2 試算結果概要 

表－5 に Case1～3 の床版に対して，床版支間 2,5m と

3.0m，舗装厚 30mm, 50mm, 60mm, 80mm, 橋面コンクリ

ート舗装強度24N/mm2, 60N/mm2とした全48ケースを試

算した結果の全体概要を示す． 

1),2)の鉄筋，コンクリートの発生応力度は元断面に対

する低減率を，3),4)の限界状態 1,3 は設計曲げモーメン

トに対する断面保有耐力割合を，5)の床版厚は基準に対

しての過不足を，6),7)の押抜きせん断耐力は元断面に対

する増加率を，8)の押抜きせん断疲労耐力は元断面に対

する増加倍率をそれぞれ示しており，限界状態 1,3 の赤

色着色部は所要耐力が不足している部分を示している． 

(1) 鉄筋発生応力度の変化 

橋面コンクリート舗装を施すことにより，主鉄筋で約

50％程度，配力鉄筋でおよそ 30％～50％程度まで応力度

の低減が確認された．図－2にCase-1，床版支間 2.5m の

場合の主鉄筋，配力鉄筋の応力発生状況を示す．全体と

して，主鉄筋についてはおおむね制限値程度まで発生応

照査・確認内容

1)
2) 発生応力度

平成29年道路橋示方書による常時作用力

下で，断面に発生する応力度の低減を確
認

3) 限界状態1

橋面コンクリート舗装を施工した床版
が，既設床版と一体となって挙動した場
合に，断面の降伏曲げモーメント特性値
と床版に生じる曲げモーメントとの関係
を確認．前者が後者を上回れば安全性が
確保されたと判断．

4) 限界状態3

橋面コンクリートを舗装施工した床版
が，既設床版と一体となって挙動した場
合に，断面の破壊抵抗曲げモーメント特
性値と床版に生じる曲げモーメントとの
関係を確認．
前者が後者を上回れば安全性が確保され
たと判断．

5)
限界状態1，
限界状態3

既設床版と橋面コンクリート舗装が一体
となっていると考えた場合に，床版厚が
示方書に定める床版の最小全厚を満足す
るか確認

6) 床版の押抜き
せん断耐力

橋梁床版の上面増厚工法に記載される押
抜きせん断耐力照査式（さらに強度の異
なるコンクリートを使用した場合の修整
式）に従い，梁状化した床版としてのせ
ん断耐力を確認

7)
(補足）

限界状態3

II編11.4.2には下記記述があり算出は不要であ

るが，確認のためIII編5.7.2の押抜きせん
断力制限値を算出．
（II編11.2.4 の規定を満足して設計された床版は，コン

クリートのみで押抜きせん断力を負担するとした状態

で，Ⅲ編5.7.2 並びに5.8.2 の規定される押抜きせん断力

に対する限界状態3 を超えないとみなせる制限値に対

して，十分な耐力の余裕度を有していることが確認さ

れている。）

8)
梁状化した床
版の押抜きせ
ん断疲労耐力

梁状化した床版の押抜きせん断耐力式を
用いて，輪荷重の繰り返しによる疲労寿
命の変化を確認

試算内容・項目

発生応力度の
低減効果

曲げモー
メントを
受ける床
版

せん断力
を受ける
床版

耐
荷
性
能
・
疲
労
耐
久
性
の
向
上
効
果

図－1 中立軸位置による押抜きせん断耐力模式図 

表－4 計算内容と照査・確認内容 
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力度を低減したが，配力鉄筋については設計当初の鉄筋

量はCase-1，Case-2 ともに大幅に不足しており，発生応

力は大幅に低減されるものの，制限値を満足することは

困難であった． 

Case-1（S15道示準拠）

元断面
24N・

t=30
24N・

t=50
24N・

t=60
24N・

t=80
60N・

t=30
60N・

t=50
60N・

t=60
60N・

t=80 元断面
24N・

t=30
24N・

t=50
24N・

t=60
24N・

t=80
60N・

t=30
60N・

t=50
60N・

t=60
60N・

t=80
主鉄筋
方向

100% 72% 62% 57% 49% 70% 60% 55% 47% 100% 74% 64% 60% 52% 72% 62% 58% 49%

配力筋
方向

100% 64% 50% 44% 33% 62% 47% 40% 29% 100% 66% 52% 46% 35% 65% 49% 42% 30%

主鉄筋
方向

100% 90% 73% 66% 56% 105% 83% 76% 66% 100% 92% 76% 69% 60% 108% 88% 81% 72%

配力筋
方向

100% 71% 56% 52% 43% 83% 68% 62% 50% 100% 75% 61% 56% 47% 87% 74% 68% 56%

主鉄筋
方向

65% 88% 111% 123% 147% 79% 98% 110% 138% 60% 78% 94% 99% 109% 69% 85% 94% 110%

配力筋
方向

34% 44% 51% 54% 60% 45% 51% 54% 60% 27% 35% 40% 42% 46% 35% 40% 42% 46%

主鉄筋
方向

73% 97% 111% 118% 132% 96% 110% 117% 131% 58% 74% 84% 88% 98% 73% 83% 88% 97%

配力筋
方向

31% 40% 46% 48% 54% 40% 45% 48% 54% 25% 31% 36% 38% 42% 31% 35% 38% 42%

5) 床版厚(大型車500台
以上，k=1.15の場合) 最小全厚 ― 不足 不足 不足 不足 満足 不足 不足 不足 満足 不足 不足 不足 不足 満足 不足 不足 不足 満足

6) 押抜きせん断耐力 増加率 ％ 100% 113% 143% 165% 211% 144% 209% 245% 322% 100% 111% 143% 164% 209% 142% 175% 243% 319%

7) 押抜きせん断力を受
ける版の限界状態

増加率 ％ 100% 138% 165% 179% 208% 159% 202% 224% 270% 100% 135% 160% 173% 200% 155% 194% 214% 257%

8) 梁状化した版の押抜
きせん断疲労耐力

増加倍率 ― 1 22 300 1,298 76,635 557 45,420 593,686 43,400,000 1 13 168 1,121 63,906 403 39,998 512,684 36,000,000

Case-2（S31,S39道示準拠）

元断面
24N・

t=30
24N・

t=50
24N・

t=60
24N・

t=80
60N・

t=30
60N・

t=50
60N・

t=60
60N・

t=80 元断面
24N・

t=30
24N・

t=50
24N・

t=60
24N・

t=80
60N・

t=30
60N・

t=50
60N・

t=60
60N・

t=80
主鉄筋
方向

100% 74% 64% 60% 52% 72% 63% 58% 49% 100% 75% 66% 62% 55% 73% 65% 61% 53%

配力筋
方向

100% 67% 53% 47% 35% 65% 51% 44% 32% 100% 66% 53% 48% 37% 65% 51% 45% 34%

主鉄筋
方向

100% 95% 78% 72% 62% 108% 89% 82% 73% 100% 98% 83% 76% 67% 112% 92% 85% 76%

配力筋
方向

100% 77% 65% 60% 50% 88% 75% 70% 57% 100% 81% 67% 63% 54% 93% 79% 74% 63%

主鉄筋
方向

79% 102% 115% 121% 132% 100% 116% 122% 134% 85% 109% 121% 127% 139% 100% 119% 129% 141%

配力筋
方向

34% 43% 48% 50% 55% 43% 48% 51% 56% 36% 45% 50% 53% 58% 45% 51% 53% 58%

主鉄筋
方向

72% 91% 103% 108% 119% 90% 102% 108% 119% 77% 97% 108% 114% 125% 96% 108% 113% 124%

配力筋
方向

30% 38% 43% 45% 50% 38% 43% 45% 50% 33% 40% 45% 48% 53% 40% 45% 47% 52%

5) 床版厚(大型車500台
以上，k=1.15の場合) 最小全厚 ― 不足 不足 不足 満足 満足 不足 不足 満足 満足 不足 不足 不足 満足 満足 不足 不足 満足 満足

6) 押抜きせん断耐力 増加率 ％ 100% 104% 130% 147% 185% 130% 184% 213% 276% 100% 103% 122% 139% 174% 127% 173% 201% 259%

7) 押抜きせん断力を受
ける版の限界状態

増加率 ％ 100% 132% 155% 167% 191% 150% 186% 204% 243% 100% 130% 151% 162% 185% 146% 180% 197% 233%

8) 梁状化した版の押抜
きせん断疲労耐力

増加倍率 ― 1 6 47 253 12,451 128 7,726 91,780 5,841,403 1 5 38 98 3,894 88 3,254 29,615 1,826,681

Case-3（S48道示準拠）

元断面
24N・

t=30
24N・

t=50
24N・

t=60
24N・

t=80
60N・

t=30
60N・

t=50
60N・

t=60
60N・

t=80 元断面
24N・

t=30
24N・

t=50
24N・

t=60
24N・

t=80
60N・

t=30
60N・

t=50
60N・

t=60
60N・

t=80
主鉄筋
方向

100% 72% 62% 58% 51% 70% 60% 56% 48% 100% 75% 66% 63% 56% 73% 65% 61% 54%

配力筋
方向

100% 70% 59% 54% 45% 68% 57% 52% 42% 100% 74% 64% 59% 50% 72% 62% 57% 47%

主鉄筋
方向

100% 90% 74% 68% 58% 103% 83% 76% 66% 100% 95% 81% 75% 65% 111% 91% 85% 76%

配力筋
方向

100% 81% 64% 59% 50% 92% 74% 68% 59% 100% 88% 72% 66% 58% 100% 83% 77% 68%

主鉄筋
方向

101% 130% 161% 174% 191% 118% 143% 159% 194% 109% 131% 154% 161% 176% 119% 141% 154% 178%

配力筋
方向

104% 134% 152% 161% 179% 134% 154% 163% 180% 104% 130% 146% 154% 169% 132% 148% 155% 170%

主鉄筋
方向

100% 129% 146% 155% 172% 128% 145% 154% 170% 98% 123% 137% 144% 157% 122% 136% 143% 156%

配力筋
方向

94% 119% 136% 144% 161% 118% 135% 144% 160% 95% 116% 130% 137% 151% 115% 130% 137% 151%

5) 床版厚(大型車500台
以上，k=1.15の場合) 最小全厚 ― 不足 不足 不足 満足 満足 不足 不足 満足 満足 不足 不足 不足 満足 満足 不足 満足 満足 満足

6) 押抜きせん断耐力 増加率 ％ 100% 101% 110% 124% 154% 119% 152% 176% 225% 100% 99% 107% 117% 144% 115% 142% 164% 209%

7) 押抜きせん断力を受
ける版の限界状態

増加率 ％ 100% 132% 154% 166% 190% 149% 184% 203% 241% 100% 128% 147% 157% 179% 143% 173% 189% 222%

8) 梁状化した版の押抜
きせん断疲労耐力

増加倍率 ― 1 5 31 75 481 66 2,093 10,563 227,856 1 3 17 40 210 37 969 4,452 81,966

　　　　　　　　　　　　　　　　検討ケース
　　　　試算内容

床版支間2.5m 支間3.0m

1) 鉄筋応力度 低減率

支間3.0m

2) コンクリート
応力度

低減率

3) 限界状態1 Myd/Md

4) 限界状態3 Myd/Md

　　　　　　　　　　　　　　　　検討ケース
　　　　試算内容

床版支間2.5m

1) 鉄筋応力度 低減率

2) コンクリート
応力度

低減率

3) 限界状態1 Myd/Md

4) 限界状態3 Myd/Md

　　　　　　　　　　　　　　　　検討ケース
　　　　試算内容

床版支間2.5m 支間3.0m

1) 鉄筋応力度 低減率

4) 限界状態3 Myd/Md

2) コンクリート
応力度

低減率

3) 限界状態1 Myd/Md

表－5 試算結果全体概要 

 

- 238 -



 

 
(2) コンクリート発生応力度の変化 

主鉄筋方向で最大 56％～76％，配力鉄筋方向で最大

43％～68％まで圧縮応力度が低減した．なお 60N/mm2コ

ンクリート使用時は発生応力度が高く出るため，見かけ

上応力度の低減が少ない．図－3 にCase-1，床版支間 2.5m
の場合のコンクリートの応力発生状況を示す．主鉄筋方

向では橋面コンクリート舗装厚の厚いケースはおおむね

制限値程度まで低減したが，配力鉄筋方向は 60N/mm2コ

ンクリート使用の場合とCase-3以外は制限値を満足しな

かった． 
(3) 限界状態 1の照査，  

断面の降伏曲げモーメントは大きく向上した．状況は

限界状態 3 と同傾向であり以下(4)で述べる． 
(4) 限界状態 3の照査 
橋面コンクリート舗装により終局曲げモーメントは大

きく向上した．図－4 にCase-1，床版支間 2.5m の場合の

限界状態 3 の照査状況を示す．主鉄筋方向はほぼ設計曲

げモーメントを満足するが，配力鉄筋方向は終局曲げモ

ーメントが設計曲げモーメントを大きく下回り，耐力は

確保できなかった．限界状態 1 と 3 はほぼ同様の傾向で

あり，主鉄筋方向では，Case-3 は全ケース，Case-2 は大

半が設計曲げモーメントを満足したが，Case-1 は大半が

満足できなかった．配力鉄筋方向は，Case-3 以外は全ケ

ース満足できなかった． 

(5) 床版厚の照査 

平成 29 年道示 7) において，せん断力を受ける版の限

界状態照査を省略できる床版厚として必要な橋面コンク

リート舗装厚は，Case-1 で 80mm 以上，Case-2,3 で 50-
60mm 以上（表－6）となる．ただし，これは新設橋梁に

対する基準であり補強設計では一つの目安と考える． 
(6) 押抜きせん断耐力 

既設床板の耐力として重要な床版の押抜きせん断耐力
8) は，24N/mm2使用時で最大 144％～211％，60N/mm2使

用時で最大 209％～322％増加し，過去の示方書に準拠し

た Case-1＞Case-2＞Case-3 の順で効果が大きかった．図

－5 にCase-1，床版支間 2.5mの場合の押抜きせん断耐力

の変化を示す．計算にはコンクリート強度差を考慮した

せん断耐力式 9) を用いたが，60N/mm2 コンクリートが

24N/mm2より 18％～56％耐力が高くなった．せん断耐力

における高強度コンクリート使用の優位性が確認され，

更に高強度化した場合はより大きな効果が期待できる．

なお，図中 t=50mm 付近より既設コンクリートのせん断

耐力負担が消失するが，これは中立軸が橋面コンクリー

ト舗装内に入ることを意味する． 
(7) 押抜きせん断を受ける版の限界状態 

24N/mm2の橋面舗装で最大 179％～208％，60N/mm2

の橋面コンクリート舗装で最大 222％～270％と，当初

の押抜きせん断耐力より大幅に増加し，ここでも高強度

コンクリート使用の優位性が確認された．

 

 

mm 2,500 3,000 2,500 3,000 2,500 3,000
mm 140 150 160 170 160 180
mm 185 200 185 200 185 200
ｋ 1 1.10 1.10 1.10 1.10 1.10 1.10
ｋ 1 1.15 1.15 1.15 1.15 1.15 1.15
mm 203.5 220.0 203.5 220.0 203.5 220.0
mm 212.8 230.0 212.8 230.0 212.8 230.0

30 mm 170 180 190 200 190 210
50 mm 190 200 210 220 210 230
60 mm 200 210 220 230 220 240
80 mm 220 230 240 250 240 260

*必要床版厚（道示II 11.5) k1:大型車交通量 ：必要床版厚不足(k=1.10の場合)
d0 = 30L + 110 d = k1･k2･d0 ：必要床版厚不足(k=1.15の場合)

ｄ（500台≦大型車＜1,000台）

橋面コンクリート舗装厚

床
版
厚

橋面コンクリート舗装厚を
床版厚とみなした場合の合
計床版厚

床版支間

復元床版厚

ｄ0（連続版として）

大型車＜500台の場合

500台≦大型車<1,000の場合

ｄ（大型車＜500台）

Case-1
(S15道示準拠)

Case-2
(S31,S39道示準拠)

Case-3
（S48道示準拠)

mm

30 30 30
50 50 50
60 60 60
80 80 80

配力筋発生応力度 
主鉄筋発生応力度 

図－2 鉄筋発生応力度の変化 

配力鉄筋方向
発生応力度 

主鉄筋方向
発生応力度 

図－3 コンクリート発生応力度の変化 

配力方向終局曲げ 
配力方向設計曲げ 

主筋方向終局曲げ 
主筋方向設計曲げ 

OK 

NG 

図－4 限界状態 3 

NG 

NG 

OK 

表－6 床版厚照査 
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(8) 梁状化した床版の押抜きせん断疲労耐力 

橋面コンクリート舗装により疲労繰り返し回数は指数

的に上昇し，24N /mm2コンクリートで最大 210 倍～7,600
倍，60N/ mm2コンクリートで最大 81,000 倍から 4,300万
倍となった．押抜きせん断耐力同様，高強度コンクリー

トの優位性が確認された．図－6 はCase-1,床版支間 2.5m
の梁状化した押抜きせん断疲労耐力の増加程度を示す． 

 

5．まとめ 

 

今回の試算では，橋面コンクリート舗装を施工するこ

とにより，すべてのケースで床版に発生する応力度の大

幅な減少，曲げ耐力の増加，押抜きせん断耐力・押抜き

せん断疲労耐力の大幅な増加を確認した． 
補強を行う場合の基準となる現行の平成 29 年道路橋

示方書の各種規定を完全に満たすことは困難であったが，

実際の床版の耐荷力を表す押抜きせん断耐力や押抜きせ

ん断疲労耐力は大幅に上昇し，特に高強度コンクリート

を使うメリットが大きいことを確認した． 
ただし，昭和 39 年までの床版（Case-1,2）は，配力鉄

筋が非常に少なく，橋面コンクリート舗装で応力低減・

耐力向上はあるものの曲げ耐荷力は大幅に不足している

ため，これらの床版の補強に当たっては実際の損傷状況

等を確認し，別途対策も合わせて検討する必要がある． 
 

6．あとがき 

 

高速道路などでは損傷した床版を高強度のプレキャス

ト床版に取り替える工事が大規模で行われているが，今

後，設計寿命を超える地方の多くの橋の床版を高価なプ

レキャスト床版で取替える工事は困難であり，比較的安

価で長寿命化できる工法が必要となる．橋面コンクリー

ト舗装はそのような場合の 1 つの選択肢になるものと考

え普及を目指しており，本報告が採用の一助になれば幸

いである．ただし，橋面コンクリート舗装は広い面積に

薄くコンクリートを施工し，既設床版との確実な付着と

仕上げ面のすべり抵抗・平坦性などの路面性能を確保す

る必要があるため，施工には十分な注意が必要である． 
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図－6 梁状化した床版の押抜きせん断疲労耐力 

図－5 床版の押抜きせん断耐力 

既設床版負担分
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